


三
春
分
団
第
６
部
屯
所

　
　
　
　

 

が
完
成
し
ま
し
た

鴫
原
ミ
ワ
さ
ん

百
歳
賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

魁
春
旗
争
奪
全
国
高
等
学
校

 

選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
開
催

　

２
月
11
日
か
ら
13
日
の
３
日
間
、
魁
春
旗
争
奪
全

国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
が
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
強
豪
校
24
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
宮
城
県
女
川
町
か
ら
東
日
本
大
震
災

以
降
、
三
春
町
が
引
き
継
い
で
開
催
し
て
お
り
、
昨
年

の
第
10
回
記
念
大
会
か
ら
大
会
名
を
魁
春
旗
争
奪
全

国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
に
変
更
し
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
初
日
は
、
実
技
講
習
会
の
他
、
小
中
学
生
・
高

校
生
を
対
象
と
し
た
合
同
練
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
大
会
当
日
は
、
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
神
奈
川
県
の
桐
蔭
学
園
高
校
が

優
勝
し
ま
し
た
。
地
元
の
田
村
高
校
は
予
選
リ
ー
グ
を

１
位
で
通
過
、
準
々
決
勝
で
四
日
市
中
央
工
業
高
校
を

下
し
、
準
決
勝
で
優
勝
し
た
桐
蔭
学
園
高
校
に
惜
し
く

も
敗
れ
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
練
習
試
合
が
行
わ
れ
、
３
日
間
を
通
じ
、

全
国
大
会
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

優
勝　
　
　

桐
蔭
学
園
高
校
（
神
奈
川
県
）

▼ 

準
優
勝　
　

東
海
大
浦
安
高
校
（
千
葉
県
）

▼ 

第
３
位　
　

田
村
高
校

　
　
　
　
　
　

 

足
立
学
園
高
校
（
東
京
）

３位に入賞した田村高校の皆さん

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら
れ
た

鴫
原
ミ
ワ
さ
ん
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、
２
月
５
日

に
ご
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鴫
原
さ
ん
に
は
、
国
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
賀

寿
と
銀
杯
、
福
島
県
か
ら
知
事
賀
寿
と
会
津
塗

り
木
杯
、
三
春
町
か
ら
賀
寿
と
祝
金
、
三
春
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

鴫
原
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

町長から賀寿贈呈を受ける鴫原ミワさん

大会のようす

　

消
防
団
三
春
分
団
第
６
部
屯
所
移
転
新
築
工

事
が
終
了
し
、
新
た
な
消
防
防
災
の
拠
点
施
設

と
し
て
「
三
春
分
団
第
６
部
屯
所
（
字
新
町
94

番
地
）」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
、
完
成
記
念
落
成
式
が
新
屯
所
前

で
開
催
さ
れ
、
町
長
を
は
じ
め
町
関
係
者
、
議

会
議
員
、
新
町
字
役
員
、
消
防
団
関
係
者
、
設

計
・
施
工
業
者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
施
主 

三
春
町
長
か
ら
施
工
者 

は
し

も
と
住
宅
店
（
代
表
取
締
役 

山
田
俊
嗣
氏
）
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
出
席
者
で
完
成
し
た
屯
所
の

内
覧
を
し
ま
し
た
。

テープカットのようす
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12
年
ぶ
り
に
御
開
帳

　

 

真
照
寺
の
秘
仏
と
節
分
会

心
の
鬼
を
や
っ
つ
け
よ
う
！

保
・
幼
・
小
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
で

大
獅
子
頭
等
を
整
備
し
ま
し
た

献
血
有
功
章
の
伝
達
式

　
　
　
　

 

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

１
月
31
日
、
役
場
２
階
町
長
室
に
て
、
献
血

有
功
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
福
島
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
と
町
か
ら
受
賞
者
の
方
に
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
金
色
有
功
章
（
献
血
回
数
１
０
０

回
）
を
影
山
和
久
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

影
山
さ
ん
は
高
校
生
の
と
き
か
ら
献
血
に
協

力
し
て
お
り
、
過
去
に
は
骨
髄
ド
ナ
ー
提
供
に

よ
り
病
気
治
療
の
助
け
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金色有功章を受賞した影山和久さん（左）

　

八
幡
町
字
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
宝
く
じ
の
助

成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け
て

大
獅
子
頭
、
天
狗
装
束
お
よ
び
子
若
連
は
ん
て

ん
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
地
域
の
伝
統
文
化
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぎ
、
行
事
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、（
一
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
い
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広

報
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
宝
く
じ
は
広
く

社
会
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

宝くじの助成金で整備した大獅子頭

　

２
月
３
日
、
真
照
寺
で
は
毎
年
恒
例
の
節
分

会
が
行
わ
れ
、
境
内
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
酉
年
の
守
護
本
尊
で
あ
り
、
家
内
安

全
、
商
売
繁
盛
な
ど
の
ご
利
益
の
あ
る
不
動
明

王
像
が
12
年
ぶ
り
に
御
開
帳
と
な
り
ま
し
た
。

　

不
動
明
王
は
改
心
す
れ
ば
鬼
を
も
受
け
入
れ

る
と
の
こ
と
か
ら
真
照
寺
で
は
「
鬼
は
外
」
と

は
言
わ
ず
「
福
は
内
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
の

が
習
わ
し
で
す
。

　

ま
か
れ
た
豆
袋
に
は
当
た
り
く
じ
も
入
っ
て

お
り
、
来
た
人
は
福
を
求
め
て
大
い
に
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

御開帳された
不動明王像（左）

節分会のようす（右）

　

２
月
３
日
節
分
の
日
に
、
今
年
も
三
春
町
商

工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
が
鬼
に
扮
し
、
町
内
の

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室

に
出
没
し
ま
し
た
。

　

怖
が
る
子
ど

も
も
い
ま
し
た

が
「
鬼
は
外
、

福
は
内
！
」
と

元
気
な
声
で
邪

気
を
追
い
払
い

心
の
中
の
鬼
を

退
治
し
ま
し
た
。

中郷幼稚園での豆まきのようす

最後は仲良くなりました
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主な施設の休館日

延長業務

▶ 図書館（☎ 62-3375）
　3 月 1・6・13・20・27 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　3 月 6・13・21・27 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　3 月 6・13・21・27 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　3 月 6・13・27 日
▶ 中央児童館・わんぱくクラブ（☎ 62-8666）
　3 月 18 日、日曜日、祝日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　3 月 1・2・3・15 ～ 31 日
　土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　3 月 1・8・15・22・29 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　3 月 5・12・19・26 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　3 月 18 日（土）・19 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時

三春交流館運営協会自主事業

◆ 開催日　5 月 7 日（日）午後３時開演、午後２時 30 分開場
◆ 前売り券　全席指定　一般 4,000 円　高校生以下 1,000 円（当日 500 円増）
＊チケット好評発売中！

　クラシック音楽でも永遠の名曲と言われる、ヴィヴァルディ「四季」に、モーツァ
ルト「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」、パッヘルベル「カノン」の親しみや
すい曲目に加え、日本フィルでしか味わうことのできない、寺原伸夫「日本民謡
による組曲」を演奏します。

開催日 催事名 内容

10月14日（土）  綾音 ～Ａｙａｎｅ～ 長唄

うたごえ喫茶
ともしびコンサート

平成30年
１月８日（月・祝）

ニューイヤーコンサート2018
「映画音楽の旅」

東京芸術大学音楽科邦楽科を卒業
した有志OGによる日本の伝統芸能
の一つである長唄で、紅葉の時期
にマッチした演目を揃えました。

７月15日（土）

 ともしびは、今年で62年続いて
いる歌声喫茶の老舗です。舞台と
客席が一体となり、歌って楽しむ
ことのできる懐かしのメロディを
お楽しみください。

2011年のニューイヤーコンサート
で大人気を博した須川展也、山形
由美、小柳美奈子、鈴木大介の4人
の奏者による「映画音楽の旅」コ
ンサートを再び開催します。

◆ 平成 29 年度自主事業の予定について

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837、FAX62-4727

　日本フィル室内合奏団による
ヴィヴァルディ「四季」
～情熱の日本フィル室内合奏団と
　　　　　　 超絶技巧の木野雅之が織り成す名曲の世界～

中郷ソフトボールスポーツ少年団紹介

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837、FAX62-4727

　中郷ソフトボールスポーツ少年団は、今年で創設 33 年目を迎えました。1 年生
から 6 年生までの 18 名の団員と監督、スタッフ、保護者が一同に関しチームを盛
り上げています。
　中郷小学校をホームグランドとし、子供たちの体力・技術向上以外にもあいさつ
や整理・整頓などの礼儀作業を身につけることを目的に、毎週土曜日と日曜日の午
前中に練習しています。また、ソフトボール競技以外に 1 年生から 4 年生までの子
どもたちは年 3 回行われる各種ティーボール大会に参加しており、女子は「愛姫」
チームとして年 4 回行われる各種女子の大会へ参加するなど、和気あいあいと楽し
くプレーしています。ソフトボールが活動の中心ですが、他に野外レクリエーショ
ン、廃品回収、保護者会主催のお楽しみ会などイベント盛り沢山行っています。
　各種大会の成績は、入賞回数が増えチームの士
気が上がっています。体験入団も出来ますのでお
近くのスポ少保護者へお声かけください。随時団
員募集中です。君たちの入団を待ってるよ！

団長　渡邉重吉 中郷ソフトボールスポーツ少年団の皆さん
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 3 月から 4 月 28 日までのイベント情報 ◆◆◆

26日（日）

10日（月）
～28日（金）

5日（日）

5日（水）
～7日（金）

洗足学園音楽大学同窓会事務局☎044-866-8311

総務課庶務グループ☎62-2111

三春町スポーツ少年団事務局☎62-3837

　

平成28年度三春町スポーツ少年団卒団式

26日（日）

第9回春の美術展
10時～17時
ホワイエ
無料

三春美術協会☎62-6086

三春おやこ劇場第47回例会「ムーラの一人サーカス」

3月
12日（日）

田部井淳子さんメモリアル展

14時～15時
まほらホール
自由席
会員外2,600円

女性初のエベレスト登頂や7大陸最
高峰登頂を果たした、名誉町民で登
山家の田部井淳子さんを偲び、愛用
の品々を展示紹介します。

緑の風コンサート米良真寿美ピアノ教室むじぃくしゅうれ第12回発表会

4月

3月

3月

4月

3月

3月

むじぃくしゅうれ☎024-956-0523

弦楽四重奏の大曲ドボルザークとベー
トーベン。元Ｎ響ヴィオラ奏者で現モ
ルゴーアクァルテットメンバーの小野
富士氏の指導を受け、今までにない迫
力ある演奏を全力でお届けします。

３月
16日（金）～
17日（土）

小学6年生を対象とした卒団式を開
催します。今年は、68名の団員が
卒団します。保護者および関係者の
皆さんは、ぜひご参加ください。

三春おやこ劇場☎62-4693(火･木10時～13時)

25日（土）
モーツァルト、ショパン、メンデルス
ゾーンなどのピアノの名曲やお話付き
の楽しい4手連弾をお届けします。

4日（土）
7年前にもきたムーラが三春町に
やってくる！ダイナミックでおもし
ろい大道芸。ぜひご家族皆さんでご
覧ください。

洗足学園音楽大学同窓会第44回同窓会コンサートin FUKUSHIMA
洗足学園音楽大学卒業生によるコン
サートです。ゲストに田村高校合唱
部を迎え、特別な共演もお楽しみく
ださい。

10時～11時
まほらホール
自由席／無料

3月

9時～17時
ホワイエ
無料

14時～17時
まほらホール
自由席／無料

14時30分～16時30分
まほらホール
自由席／1,000円
小学生以下無料
（保護者同伴）

14時～16時
まほらホール
自由席／無料

3月
23日（木）
24日（金）

三春アンサンブル支援会第40回記念コンサート弦楽四重奏スペシャル 三春アンサンブル支援会(井上)☎080-6016-0218

三春町シルバーフェア2017 (公社)三春町シルバー人材センター☎62-7308

23日：9時15分～16時
24日：９時～15時
ホワイエ
無料

シルバー人材センターの活動を町民
の皆さんに見て・聞いて・知って頂
くための催しです。皆さんお誘いあ
わせの上お越しください。

胃がん検診講演会「ピロリ菌と胃がんの話」保健センター☎62-3166

13時30分～15時
まほらホール
自由席／無料

「ピロリ菌と胃がんの話」～胃がんリスク検診
（ＡＢＣ検診）と最近の胃カメラ検査・治療～を

開催します。講師は医療法人佑和会 雷クリニッ
ク 理事長 雷毅医師、座長は医療法人のざわ内
科クリニック 理事長 野澤靖美医師が行います。

三春交流館「まほら」☎62-3837

桜の季節に町内外の方々に春をお届
けする展覧会です。今年の二人展、
（故）山崎力さんと会員佐久間淑子
さんです。ぜひお越しください。

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

三春町スポーツ少年団本部からのお知らせ
　三春町スポーツ少年団本部は、日本スポーツ少年団および福島県スポーツ少年団に登録した町内の各スポーツ少年団で
組織された団体です。
　各スポーツ少年団は、小中学生を中心とした団員と指導者で構成されており、スポーツをとおして健康な体と心を養っ
ています。各団では、団員および指導者の募集を行っていますので、興味のある方は、お問い合わせください。

スポーツ少年団名称
三春町武道館剣道スポーツ少年団
岩江スポーツ少年団
三春バレーボールスポーツ少年団
三春サッカースポーツ少年団
沢石防犯剣道スポーツ少年団
中妻スポーツ少年団
中郷ソフトボールスポーツ少年団
三春ミニバスケットスポーツ少年団
三春船引ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ少年団
三春空手道スポーツ少年団
三春ソフトボールスポーツ少年団
三春軟式野球スポーツ少年団
岩江ドリームミニバスケットボールクラブ
三春町ティーボールスポーツ少年団
愛姫ソフトボールスポーツ少年団
田村柔道スポーツ少年団

剣道
バレーボール、ソフトボール
バレーボール
サッカー、フットサル
剣道
ソフトボール
ソフトボール、野外活動
ミニバスケットボール
ソフトテニス
空手道
ソフトボール
軟式野球
ミニバスケットボール
ティーボール
ソフトボール
柔道

月・木：三春中武道棟
土・日：岩江小
火・土・日：三春小
月：旧桜中、土・日：小泉小、白岩小
水・金：旧沢石小
土・日：中妻小
土・日：中郷小
月・木・土：旧三春中
土：田村西部工業団地内、木：町民体育館
火：運動公園談話室、水・金：御木沢小
土・日：御木沢小
土：旧桜中、日：曙ブレーキ
月・水・木：岩江小
中郷小ほか
中郷小ほか
水：田村高校柔道場、土：三春中武道棟

活動競技・種目 主な活動場所など

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837、FAX62-4727

▶ スポーツ少年団一覧

趣
味
・
教
養

15



図書館・児童生活センター・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童生活センター・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い
合わせください。

〈町民図書館☎ 62-3375、FAX61-1026〉

3月8・22日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
日ようおはなし会 3月12日（日）

10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

子育て支援
センター就学前の3月生まれの

お子さんと保護者6組

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
3月生まれのお友達集まってね。

対　象行　事 日　時 場　所
おはなし「あのね」
の日

お誕生日のつどい
（要予約）

3月3日（金）
10時45分～11時

3月8日（水）
10時～11時
申込期限3月3日（金）

特になし

内　容

〈児童生活センター☎ 62-8666、FAX62-8669〉

3月4日（土）
13時30分
(中央児童館集合）

中央児童館

絵本や紙芝居の読み聞かせ
ビデオ上映

3月11日（土）
9時30分 クラブ員

「おじいちゃんとおばあちゃんと交流しようIN福祉会館」
三春町福祉会館に行き、おじいちゃんおばあちゃんと体操や
ゲームをして交流します。
今年度最後の料理クラブです。リクエストの多かった
オムライスづくりに挑戦します。

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所
3月4日（土）
10時

小学生ボランティア活動

幼児・保護者・小学生
幼児は保護者同伴

内　容

料理クラブ

〈保健センター☎ 62-5110、FAX62-0202〉

平成28年11月11日
～12月10日生まれ

3歳児

平成27年8月5日
～8月31日生まれ
平成25年12月1日
～12月31日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・こどもノート・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

食改さんのおやつやさんは、10日11時～保健センター開放日

献血
  9時30分～11時30分　　三春町役場
12時30分～14時30分　　日本化学工業（株）福島第二工場
15時00分～17時00分　　（株）互省製作所三春工場

平成28年5月1日
～5月31日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

3月21日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

3月23日（木）
13時～13時15分受付
3月15日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

3月10日（金）
9時～15時30分 特になし

3月7日（火）

9～10か月児 3月22日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

3月27日（月）
9時～12時
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
み
物
・
文
芸

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、３月 2 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

『いたずらおばけ』
瀬田貞二／再話　和田義三／画

福音館書店

『再発！それでもわたしは山に登る』
田部井淳子／著

文芸春秋
　おばあさんが家に帰る途中、金貨がつまっ
た壷を見つけました。大喜びで壺を引っ張っ
ていきますが、途中でふりかえって見ると、
壷は銀のかたまりに変わっていました。次に
振り返った時には鉄に、次には石に、そして
…？何度もぬか喜びさせられてがっかり…と
思いきや、おばあさんはいつもポジティブ、
ご機嫌なままで家に帰っていきます。子ども
はもちろん、ちょっと落ち込んでいる大人の
方にもおすすめしたい絵本です。

　三春町出身の登山家・田部井淳子
さんが、亡くなる２か月前まで書き
残した記録です。がんの治療を行い
ながら、海外での登山や高校生との
富士登山、講演会など、楽しみなが
ら過ごしていた様子がよく伝わって
きます。巻末に夫の田部井政伸さん
が寄せた「淳子のこと」からは、ご
夫婦の暖かなつながりが感じられ、
心揺さぶられます。

殺
し
屋
、
や
っ
て
ま
す
。︵
石
持
浅
海
︶
／
走
狗
︵
伊
東
潤
︶
／
屋
根
を
か

け
る
人
︵
門
井
慶
喜
︶
／
ク
ラ
ウ
ド
ガ
ー
ル
︵
金
原
ひ
と
み
︶
／
お
ね 

上
・

下
︵
田
渕
久
美
子
︶
／
月
の
ぶ
ど
う
︵
寺
地
は
る
な
︶
／
結
物
語
︵
西
尾

維
新
︶
／
料
理
人
の
光　
ヤ
ッ
さ
ん
Ⅳ
︵
原
宏
一
︶
／
カ
ブ
ー
ル
の
園
︵
宮

内
悠
介
︶
／
ネ
コ
と
昼
寝
︵
群
よ
う
こ
︶
／
ま
ひ
る
ま
の
星
︵
吉
永
南
央
︶

／
私
を
く
い
と
め
て︵
綿
矢
り
さ
︶／
ノ
ベ
ラ
イ
ズ 

こ
の
世
界
の
片
隅
に︵
原

作
・
こ
う
の
史
代 

ノ
ベ
ラ
イ
ズ
・
蒔
田
陽
平
︶
／
と
も
に
明
日
を
見
る
窓

︵
き
ど
の
り
こ
︶
／
い
ま
、兜
太
は
︵
金
子
兜
太
︶
／
宮
沢
賢
治
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
１
銀
河
鉄
道
の
夜
／
七
王
国
の
騎
士
︵
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｒ
・
Ｒ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
︶

／
さ
あ
、
見
張
り
を
立
て
よ
︵
ハ
ー
パ
ー
・
リ
ー
︶

『再発！それでもわたしは山に登る』『いたずらおばけ』

〈
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
〉

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
年
金
を

受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期

間
が
10
年
と
な
り
ま
す
。（
資
格

期
間
と
は
、
保
険
料
納
付
済
・
猶

予
・
免
除
期
間
、
合
算
対
象
期
間
、

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間
な
ど
）

◆ 

制
度
改
正
の
注
意
点

◇ 

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
年
齢

要
件
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

◇ 

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
権
利

を
有
し
て
い
る
場
合
、
老
齢
の

年
金
を
決
定
し
て
も
併
給
調
整

に
よ
り
停
止
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
制
度
改
正
に

よ
っ
て
手
続
き
を
行
っ
て
も
、

お
客
様
の
受
け
取
る
年
金
額
が

　

変
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
要
件
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
資
格
期
間
が
25
年

以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆ 

年
金
請
求
書
の
送
付
時
期

◇ 

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
資

格
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
方
に
は
、
老
齢

年
金
の
請
求
書
（
黄
色
）
を
送

付
し
ま
す
。
黄
色
の
請
求
書
が

届
か
な
い
方
で
も
、
任
意
加
入

の
申
出
に
よ
り
期
間
を
加
え
た

り
、
合
算
対
象
期
間
を
含
め
て

年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が

〈
特
定
期
間
・
特
例
追
納
制

度
の
ご
案
内
〉

◎ 

特
定
期
間
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

が
、
配
偶
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
退
職
や
ご
本
人
の
収
入
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
扶
養
か

ら
外
れ
た
場
合
に
は
、
第
１
号
被

保
険
者
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
切
替
手
続
き
が
２
年
以
上

遅
れ
、
時
効
に
よ
り
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
期
間
は
、
届
出
に
よ
り

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
事
態
を
防
止
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
年
金

額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
）

◎ 

特
例
追
納
に
つ
い
て

　

届
出
に
よ
り
特
定
期
間
と
さ
れ

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
、
特
定
保
険
料

を
納
付
（
特
例
追
納
）
す
る
こ
と

で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
す
で
に

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、

特
例
追
納
を
し
て
も
年
金
額
が
増

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼ 

特
例
追
納
の
対
象
期
間

▽ 

特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
未

満
の
方　

承
認
が
あ
っ
た
月
前

10
年
以
内
の
期
間

② 

特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
以

上
の
方　

50
歳
以
上
60
歳
未
満

で
あ
っ
た
期
間

★ 

詳
し
く
は
、
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
を
お
手
元
に
お
い

て
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

日
本
年
金
機
構 
郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４-
９
３
２-

３
４
３
４

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
資

格
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇ 

黄
色
の
請
求
書
は
平
成
29
年
２

月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
順
次
送
付
予
定
で
す
。

　

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決

ま
り
次
第
、
広
報
み
は
る
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇ 

ご
自
分
の
資
格
期
間
を
確
認
さ

れ
た
い
場
合
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
お
手
元
に

お
い
て
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 
問

　

日
本
年
金
機
構 

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４-
９
３
２-

３
４
３
４

年　

金
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞産業課 62-3300　保健センター：62-0202

〈
農
業
収
入
保
険
制
度
に
つ

い
て
〉

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色

申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対

象
と
し
た
「
収
入
保
険
制
度
」
の

導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

制
度
の
概
要　
品
目
の
枠
に
と

　

ら
わ
れ
ず
に
自
然
災
害
に
よ
る

　

収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格

　

低
下
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補

　

て
ん
す
る
保
険
制
度

▽ 

農
林
水
産
省
で
は
平
成
31
年
度

　

か
ら
運
用
開
始
を
予
定
し
、
準

　

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼ 

対
象
者　
青
色
申
告
を
行
っ
て

　

い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

▽ 

５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が

〈
安
心
で
き
る
老
後
の
た
め
に
農

業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
〉

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
で
年
間
60
日
以

上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
は
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
家
族
従

事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼ 

保
険
料　
保
険
料
は
毎
月
２
万

円
を
基
本
と
し
、
最
高
６
万
７
千

円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択
で
き

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
額
は
い

つ
で
も
見
直
し
で
き
ま
す
。

▼ 

特
徴

▽ 

積
立
式
、
確
定
拠
出
型
の
年
金

で
す
。
自
分
で
積
み
立
て
た
保

険
料
の
運
用
実
績
に
よ
り
受
給

額
が
決
ま
る
確
定
拠
出
型
年
金

で
あ
る
た
め
、
運
用
利
回
り
の

状
況
や
受
給
者
数
に
応
じ
て
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

終
身
年
金
で
す
。
80
歳
前
に
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま

で
の
保
証
付
き
で
す
。
も
し
加

入
者
や
受
給
者
が
80
歳
に
な
る

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
死

亡
し
た
月
の
翌
月
か
ら
80
歳
ま

で
に
受
け
取
る
は
ず
の
農
業
者

老
齢
年
金
を
、
予
定
利
率
で
割

り
戻
し
た
額
を
死
亡
一
時
金
と

し
て
遺
族
が
受
け
取
れ
る
よ
う

〈
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
の
お
知
ら
せ
〉

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
、
平
成
28
年

度
臨
時
福
祉
給
付
金
に
引
き
続
き
、

軽
減
税
率
制
度
が
開
始
さ
れ
る
ま

で
の
経
済
対
策
分
と
し
て
、
臨
時

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼ 

給
付
対
象
者　
平
成
28
年
度
臨

　

時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

　

に
な
っ
て
い
る
方

※ 
た
だ
し
、
修
正
申
告
な
ど
に
よ

　

り
平
成
28
年
度
町
民
税
（
均
等

　

割
）
が
課
税
さ
れ
た
方
や
課
税

　

さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て

　

い
る
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り

　

ま
す
。

▼ 

給
付
額　
給
付
対
象
者
１
人
に

　

つ
き
１
万
５
千
円

▼ 

申
請
手
続

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
28

　

年
１
月
１
日
）
に
お
い
て
住
民

　

登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と

　

な
り
ま
す
。

▽ 

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

　

る
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま

　

し
た
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

　

へ
提
出
、
ま
た
は
返
信
用
封
筒

　

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

支
給
予
定
日

　

平
成
29
年
３
月
下
旬
以
降

※ 

た
だ
し
、
申
請
書
の
記
載
事
項

　

に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
や
押
印

　

漏
れ
、
添
付
書
類
が
不
足
し
て

　

い
る
場
合
は
、
支
給
が
遅
れ
ま

　

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆ 

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

　

町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
給

付
金
の
支
給
な
ど
の
各
種
手
続

の
た
め
に
、
手
数
料
の
振
込
み
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

給
付
金
を
口
実
と
し
た
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
田
村

警
察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
請
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　
☎
62-

３
１
６
６

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽ 

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
は
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽ 

認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担

い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助

が
あ
り
ま
す
。

▽ 

原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
の
支
給

で
す
が
、
60
歳
か
ら
の
繰
上
げ

請
求
も
で
き
ま
す
。

▼ 

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 （
産
業
課
内
）

　
　
　

 
☎
62-

２
１
１
２

　

あ
る
方
が
基
本
で
す
が
、
簡
易

　

な
方
式
を
含
む
青
色
申
告
の
実

　

績
が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き

　

ま
す
。

▽ 

初
年
度
か
ら
加
入
を
希
望
す
る

　

農
業
者
の
方
で
青
色
申
告
を
行

　

っ
て
い
な
い
方
は
、
平
成
29
年

　

３
月
15
日
ま
で
に
「
青
色
申
告

　

承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提

　

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29

　

年
分
の
所
得
か
ら
、
青
色
申
告

　

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て
詳
し

　

く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

青
色
申
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は

　

郡
山
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

〈
就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
〉

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま
就

職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に
よ
る

就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
３
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
〜
３
時

▼ 

場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
楽
屋
Ａ

▼ 

対
象
者　
町
内
に
居
住
す
る
方

　
（
新
卒
学
生
等
も
含
む
）、
震
災

　

等
の
影
響
に
よ
り
町
内
に
避
難

　

さ
れ
て
い
る
方

▼ 

内
容　
就
職
相
談
、職
業
紹
介
、

　

応
募
書
類
作
成
補
助
な
ど

▼ 

そ
の
他　
相
談
無
料
、
事
前
申

　

込
み
不
要
、
予
約
可
。

▼ 

問

　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
郡
山
窓
口

　

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

　

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

３
９
６
０
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〈
ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン

タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

の
廃
止
に
つ
い
て
〉

　

現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
で

「
ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
が
、
３
月
17
日

で
廃
止
と
な
り
、
３
月
21
日
か
ら

は
、「
三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン

タ
ー
」
１
か
所
で
の
運
営
と
な
り

ま
す
。

　

開
設
日
お
よ
び
受
付
時
間
は
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
日
曜
、
祝

祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
中
に
結
果
を
知
り

た
い
方
は
、
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
持
ち
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
ま
で
「
ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ

ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、「
三
春
の

里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
放
射
性
物
質
が
心
配
な
家

庭
菜
園
用
の
「
た
い
肥
」
に

つ
い
て
〉

　

町
内
で
、
３
・
11
大
震
災
以
前

か
ら
積
ん
で
置
い
た
家
庭
菜
園
用

の
「
た
い
肥
」
か
ら
、
８
千
ベ
ク

レ
ル
以
上
の
放
射
性
物
質
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
心
配
な
場
合
は
、
町
で
放
射

性
物
質
を
測
定
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
変

更
の
お
知
ら
せ
〉

　

３
月
の
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日

の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
お
間

違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
10
日
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
ス
プ
レ
ー
缶
は
「
有
害
ご

み
」
で
す
〉

　
「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
な
ど
は
「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引
火

し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ガ
ス

を
使
い
切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ
ナ

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

使い捨てライター

スプレー缶

カセットガスボンベ

有害ごみ（月１回収集）
※ 有害ごみは、「黒のコンテナ」に入れましょう！！

〈
全
国
で
利
用
で
き
る
新
し
い

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
に
つ
い
て
〉

　

福
島
県
で
は
、
子
育
て
中
の
方
が

協
賛
店
で
「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
（
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
）」
を
提

示
す
る
と
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

３
月
上
旬
よ
り
全
国
で
利
用
で
き

る
新
し
い
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
保

育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
等
を
通
し
て

お
子
さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
保
育
所
等
に
所
属
さ

れ
て
い
な
い
場
合
や
、
３
月
末
ま
で

に
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合
、
カ
ー

ド
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者　
０
歳
か
ら
18
歳
未
満

　
（
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
３
月
31

　

日
を
迎
え
る
ま
で
）
の
子
ど
も

▼ 

配
布
枚
数

　

対
象
者
一
人
に
つ
き
１
枚

※ 

現
在
の
カ
ー
ド
は
、
福
島
県
内

　

で
の
利
用
に
限
り
平
成
32
年
３

　

月
末
ま
で
利
用
可
能
で
す
。
た

　

だ
し
、
現
在
の
カ
ー
ド
は
平
成

　

29
年
４
月
よ
り
他
の
都
道
府
県

　

で
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

　

お
早
め
に
新
し
い
カ
ー
ド
を
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

新
し
い
カ
ー
ド
は
全
国
で
利
用

　

可
能
で
す
が
、
神
奈
川
県
は
平
成

　

29
年
４
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

※ 

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
使
用
す

　

る
際
は
、
ご
利
用
の
前
に
必
ず

　

お
店
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　
　
☎
62-

３
１
６
６

〈
議
会
３
月
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
〉

▼ 

開
会
時
期
（
予
定
）

　

３
月
２
日
（
木
）
〜
15
日
（
水
）

▽ 

定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、
１

日
（
水
）
に
新
聞
折
込
み
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽ 

一
般
質
問
は
３
日
（
金
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

多
数
の
傍
聴

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽ 

４
階
議
場
に
入
り
き
れ
な
い
場

合
は
、３
階
会
議
室
の
モ
ニ
タ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽ 

団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽ 

昨
年
の
６
月
定
例
会
か
ら
、
一

般
質
問
な
ど
の
本
会
議
の
様
子

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
録

画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
３
月
定
例
会

の
様
子
も
後
日
、
録
画
配
信
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
議
会
事
務
局

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
４

〈
４
月
１
日
か
ら
町
営
バ
ス

新
規
路
線
を
運
行
し
ま
す
〉

　

４
月
１
日
か
ら
町
営
バ
ス
新
規

路
線
（
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
経
由
三

春
の
里
コ
ー
ス
）
を
運
行
し
ま
す
。

　

運
行
ダ
イ
ヤ
は
、
年
末
年
始
を
除

く
午
前
２
本
、
午
後
２
本
の
計
４
本

で
日
曜
・
祝
日
も
運
行
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
配
布
の
三
春
町

町
営
バ
ス
時
刻
表
【
追
加
版
】
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

▼ 

旧　
３
月
24
日
（
金
）

　
　
　

 

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

▼ 

新　
３
月
27
日
（
月
）

　
　
　

 

午
前
９
時
～
正
午

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

農　

業

仕　

事

暮
ら
し
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〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎ 
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
３
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

▼ 

水
道
料
金
と
納
期
限

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本

料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ
ら
ず

い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料
金
は
使

用
水
量
に
応
じ
て
い
た
だ
く
料
金
で

す
。
納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
す
る
と
、
預
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
水
道
料
金
を
支
払
う
制

度
で
す
。
各
取
扱
金
融
機
関
へ
、

金
融
機
関
届
出
印
鑑
と
通
帳
お
よ

び
水
道
料
金
の
領
収
書
を
持
参
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
外
の
金
融
機
関
へ
申
込
み
を

す
る
場
合
は
、
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
平
成
29
年
度
春
季
企
画
展

「
三
春
が
生
ん
だ
建
築
家
大

髙
正
人
」
展
を
開
催
し
ま
す
〉

　

平
成
29
年
度
三
春
町
歴
史
民
俗

資
料
館
の
春
季
企
画
展
と
し
て
、

「
三
春
が
生
ん
だ
建
築
家 
大
髙
正

人
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
髙
正
人
氏
は
三
春
生
ま
れ
の

建
築
家
で
、
三
春
町
民
体
育
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
三
春
交
流
館

「
ま
ほ
ら
」
な
ど
を
設
計
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
績
に
よ
り
、
平
成
７

年
に
は
三
春
町
名
誉
町
民
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
、
昨
年
10
月
26

日
か
ら
今
年
２
月
５
日
ま
で
文
化

庁
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
で
開

催
し
た
「
建
築
と
社
会
を
結
ぶ 

大

髙
正
人
の
方
法
」
の
縮
小
版
と
し

て
、
三
春
生
ま
れ
の
大
髙
の
作
品

や
業
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼ 

会
期

　

４
月
８
日（
土
）～
６
月
18
日（
日
）

▼ 

会
期
中
の
休
館
日

　
５
月
８
・
15
・
22
・
29
日
、
６

月
５
・
12
日
の
月
曜
日

▼ 

会
場

　

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示
室

▼ 

入
館
料
（
通
常
入
館
料
）

▽ 

一
般
／
大
学
生　
３
０
０
円

▽ 

小
中
高
生
な
ど　
１
５
０
円

歴史民俗資料館（写真：門馬金昭氏）

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-
５
２
６
３

〈
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
情
報
〉

▼ 

日
時　
３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼ 

観
察
会
名　
炎
色
反
応
実
験

▼ 

内
容　
燃
え
る
物
質
に
よ
っ
て

　

炎
の
色
が
違
う
こ
と
を
観
察
し

　

ま
す
。

▼ 

持
参
物　
特
に
な
し

▼ 

参
加
費　
２
０
０
円

▼ 

申
込
・
問

　

 

自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 

☎
61-

１
５
４
６

〈
町
営
下
舞
木
墓
地
の
使
用

者
募
集
に
つ
い
て
〉

　

町
営
下
舞
木
墓
地
の
墓
地
区
画
返
還

等
に
伴
い
、
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
区
画　
３
区
画
（
№
５
、

　

№
１
６
８
、
№
２
６
３
）

▼ 

区
画
規
模　
１
区
画 

５
㎡

▼ 

使
用
料　
１
区
画 

34
万
円

※ 

使
用
料
の
ほ
か
に
管
理
料
（
年

　

額
２
千
円
）
が
か
か
り
ま
す
。

▼ 

募
集
期
間

　

３
月
９
日（
木
）～
３
月
17
日（
金
）

▽ 

平
日　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
午
後
５
時
15
分

▽ 

水
曜
延
長
窓
口　
午
後
７
時
ま
で

▼ 

申
込
条
件

▽ 

三
春
町
民
で
遺
骨
を
有
す
る
こ
と
。

▽ 

他
の
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い

　

こ
と
。

▽ 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

▼ 

申
込
方
法　
印
鑑
、
火
葬
許
可

　

証
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参

　

の
う
え
、
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
氏
名
、
住
所
、
本
籍
、
希

　

望
区
画
等
を
記
入
し
、
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
者
が
重
複
す
る
区
画
に
つ

　

い
て
は
、
後
日
抽
選
を
行
い
使

　

用
者
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

先
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

　

災
し
た
区
画
が
あ
り
ま
す
。
修

　

繕
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

　

現
状
の
ま
ま
の
募
集
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
必
ず
現
地
の
状
況
を

　

確
認
し
て
か
ら
申
込
み
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

２
１
４
７

〈
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
お
知
ら
せ
〉

　

３
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
、
コ
ン
ビ

ニ
で
戸
籍
謄
本
・
戸
籍
抄
本
・
戸

籍
の
附
票
が
お
取
り
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、

税
証
明
書
は
通
常
ど
お
り
お
取
り

い
た
だ
け
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

20



暮
ら
し

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

〈
第
八
回
三
春
桜
歌
謡
祭
開
催
〉

　

三
春
春
ま
つ
り
事
業
の
一
環
で

「
三
春
桜
歌
謡
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
豪
華
ゲ
ス
ト
の
歌
声
に
酔
い

し
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時　
４
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

 

正
午
開
場

　
　
　
　

 

午
後
１
時
開
演

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

▼ 

出
演
者

　

新
沼
謙
治
、
瀬
口
侑
希
、
津
吹
み
ゆ

▼ 

料
金　
４
千
円
（
全
席
自
由
）

▼ 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

　

２
月
17
日
（
金
）

▼ 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

▼ 
問

　

三
春
桜
歌
謡
祭
実
行
委
員
会（
佐
久
間
）

　

☎
62-
６
２
８
２

〈
中
妻
駐
在
所
の
名
称
が
変

更
さ
れ
ま
す
〉

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
「
中

妻
駐
在
所
」
が
「
三
春
岩
江
駐
在

所
」
に
名
称
変
更
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
旧
中
妻
駐
在
所
の

受
け
持
ち
区
域
の
一
部
（
中
妻
地

区
）
が
中
郷
駐
在
所
に
編
入
さ
れ

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
田
村
警
察
署

　
　
　

 

☎
62-

２
１
２
１

〈
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
〉

　

地
震
の
と
き
に
、
落
ち
着
い
て

行
動
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
備

え
ま
し
ょ
う
。

▽ 

家
具
の
転
倒
や
落
下
防
止
対
策

　

を
す
る
。

▽ 

非
常
用
の
持
出
品
を
準
備
す
る
。

▽ 

緊
急
時
の
連
絡
方
法
や
避
難
場

　

所
な
ど
を
話
し
合
う
。

▼ 

問　
郡
山
消
防
本
部 

消
防
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
３

〈
山
火
事
の
予
防
〉

　

森
林
を
大
切
に
し
、
火
の
用
心

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▽ 

風
が
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し

　

な
い
。

▽ 

ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が

　

あ
る
場
所
で
た
き
火
を
し
な
い
。

〈「
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
〉

　

三
春
ダ
ム
の
貯
水
池
、
さ
く
ら

湖
の
周
囲
や
大
滝
根
川
流
域
に
は
、

滝
桜
を
は
じ
め
桜
の
名
所
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
湖
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
快
適
に
桜
を
観
賞
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
く
ら
湖

流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
に

よ
る
「
さ
く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
活
動
終
了
後
、
三
春
ダ
ム

資
料
館
や
ダ
ム
の
見
学
も
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
４
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時

※ 

終
了
後
、
三
春
ダ
ム
資
料
館
・

ダ
ム
見
学
（
自
由
参
加
）

▼ 

集
合
場
所　
三
春
ダ
ム
管
理
所

駐
車
場
（
午
前
８
時
30
分
か
ら

受
付
開
始
）

▼ 

申
込
方
法　
申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

す
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

ら
」、
町
民
図
書
館
、
住
民
課

窓
口
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

※ 

大
滝
根
川
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

主
催　

さ
く
ら
湖
流
域
協
働

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼ 

後
援　
国
土
交
通
省 

東
北
地

方
整
備
局 

三
春
ダ
ム
管
理
所
・

三
春
町
・
田
村
市

▼ 

協
力　
三
春
ダ
ム
維
持
管
理
協

議
会
・
大
滝
根
川
流
域
生
活
排

水
対
策
推
進
協
議
会
（
郡
山
市
・

田
村
市
・
三
春
町
）

▼ 

協
賛　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り

公
社
・
ス
カ
イ
パ
レ
ス
と
き
わ

▼ 

申
込
・
問　
さ
く
ら
湖
流
域
協

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
三
春
ダ
ム
管
理
所
管
理
係
内
）

　
　

☎
62-

３
１
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
１
７
０

▽ 

た
き
火
を
し
て
い
る
と
き
は
、
そ

　

の
場
を
離
れ
な
い
。

▽ 

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

▼ 

問　
郡
山
消
防
本
部 

予
防
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

〈
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
親
善
訪
問

団
員
募
集
〉

　

平
成
29
年
度
は
、
三
春
町
が
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
と
姉
妹
都
市

協
定
を
締
結
し
て
か
ら
30
年
目
に

な
り
ま
す
。

　

30
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
親

善
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
す
。
ラ
イ

ス
レ
イ
ク
の
一
般
家
庭
に
滞
在
し

な
が
ら
日
本
文
化
を
紹
介
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

期
間
中
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
で
は
、

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
芸
術
祭
ア
ク
ア

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

期
間　
６
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　

～
16
日
（
金
）
９
日
間

▼ 

内
容

① 

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
芸
術
祭
ア
ク
ア

フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加

② 

異
文
化
交
流

③ 

日
本
文
化
の
紹
介

④ 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
ア
メ
リ

カ
生
活
体
験

▼ 

募
集
人
員　
10
名
程
度

▼ 

参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤

者
、
町
国
際
交
流
協
会
会
員

▼ 

参
加
費
用　
20
万
円
（
航
空
運

賃
、
見
学
料
、
バ
ス
代
、
滞
在

諸
経
費
等
）

※ 

30
周
年
記
念
事
業
の
た
め
、
一

部
助
成
あ
り（
詳
細
は
４
月
号
で
）

▼ 

申
込
期
間

　

３
月
16
日（
木
）～
４
月
15
日（
土
）

▼ 

申
込
方
法　
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」
に
あ
る
申
込
書
に
パ
ス

ポ
ー
ト
の
写
し
を
添
え
て
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

☎
62-

３
８
３
７
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〈
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
〉

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）
お
よ
び
一
般
職

試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
を
実
施

し
ま
す
。

　

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

　
大
卒
程
度
試
験
）

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

３
月
31
日
（
金
）
午
前
９
時

〜
４
月
10
日
（
月
）［
受
信
有
効
］

▽ 

第
一
次
試
験
　
４
月
30
日（
日
）

▼ 

一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

４
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時

〜
４
月
19
日
（
水
）［
受
信
有
効
］

▽ 

第
一
次
試
験　
６
月
18
日（
日
）

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格

等
の
詳
し
い
内
容
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

☎
０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２

　　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実

施
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
29
年
度
職
員
採
用
試

験
の
概
要
や
先
輩
職
員
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
国
立
大
学
法
人
等
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
奮
っ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
当
た
っ
て
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　時 場　所

3月4日（土）
午後1時30分
　〜3時30分

3月5日（日）
午後1時30分
　〜3時30分

山形大学 小白川キャンパス
基盤教育2号館221番教室

福島大学
共通講義棟M棟

東北大学 川内北キャンパス
講義棟A

秋田大学 手形キャンパス
60周年記念ホール

3月24日（金）
午後3時〜5時

3月16日（木）
午後3時〜5時

3月8日（水）
午後4時30分
　〜6時30分

3月7日（火）
午後3時〜5時

弘前大学 文京町キャンパス
創立50周年記念会館みちのくホール

岩手大学
学生センターC棟

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

▼ 

問　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

　
　
　

 

☎
０
２
２-

２
１
７-

５
６
７
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
１
７-

４
９
３
８

　
　
　
　
　
　
　
　

  

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

広　
告　
欄

▶ 開催日時・場所

▼ 

プ
ロ
グ
ラ
ム

▽ 

職
員
採
用
試
験
の
概
要
お
よ
び
採
用
ま
で
の

　

流
れ
に
つ
い
て

▽ 

各
大
学
の
概
要
お
よ
び
業
務
内
容
に
つ
い
て

▽ 

先
輩
職
員
の
体
験
談

▽ 

職
員
に
よ
る
個
別
相
談
会

▼ 

そ
の
他

▽ 

当
日
、
会
場
で
仕
事
紹
介
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

を
は
じ
め
と
す
る
資
料
も
配
布
し
ま
す
。

▽ 

会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽ 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
後
就
職
活
動
を
行
う

　

皆
さ
ん
に
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
仕
事
内

　

容
や
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

　

広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

★ 
平
成
29
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

　
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

５
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
24
日
（
水
）
午
後
５
時

▽ 

第
一
次
試
験　

７
月
２
日
（
日
）

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
セ
ミ
ナ
ー

中
に
も
試
験
日
程
や
受
験
に
あ
た
っ
て
の
手
続

き
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
す
。

★ 

最
新
の
情
報
を
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更

　
新
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110

〈
国
家
公
務
員(

国
税
専
門

官)

募
集
の
お
知
ら
せ
〉

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

第
１
次
試
験
日　
６
月
11
日（
日
）

▼ 

受
験
資
格

▽ 

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

▽ 

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
の
者
で
次
の
①
ま
た
は
②
に

　

掲
げ
る
も
の

① 

大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

　

成
30
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　

業
す
る
見
込
み
の
者

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼ 

申
込
受
付
期
間

　

３
月
31
日（
金
）〜
４
月
12
日（
水
）

※ 

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
国
税

　

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
採
用
案

　

内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

▼ 

申
込
・
問　
仙
台
国
税
局

　

 

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１

み
ん
な
の
掲
示
板

広　
告　
欄

〈「F
U

K
U

N
A

K
A

15
」
活
用

セ
ミ
ナ
ー
開
催
〉

　

多
言
語
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「FU
KU

N
AKA

15
」
の
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
３
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
後
３
時
〜
５
時

▼ 

会
場　
田
村
市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

▼ 

対
象　
外
国
人
対
応
の
向
上
を

　

検
討
し
て
い
る
施
設
・
店
舗
な

　

ど
の
関
係
者
の
皆
さ
ん

▼ 

内
容

▽ 

外
国
人
旅
行
者
の
対
応
と
店
舗

　

売
上
向
上

▽ 

テ
ー
マ
別
～
外
国
人
旅
行
者
対

　

策
セ
ミ
ナ
ー

▽ 

多
言
語
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制

　

作
実
践

▼ 
定
員　
50
名

▼ 
参
加
費　
無
料

▼ 

持
ち
物　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
操

　

作
実
践
を
行
う
た
め
、
会
場
に

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
準
備
し
ま

　

す
が
、
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

　

可
能
な
限
りW

i-Fi
に
接
続
で

　

き
る
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ

　

ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

　
（
会
場
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

　

境
（W

i-Fi

）
は
準
備
し
ま
す
。）

▼ 

そ
の
他

　

多
言
語
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「FU
KU

N
AKA

15
」
に
対
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
登
録
フ
ォ
ー
ム

な
ど
を
管
理
し
て
お
り
ま
す
郡
山

市
産
業
観
光
部
観
光
課
観
光
係

（
☎
０
２
４-

９
２
４-

２
６
２
１
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
（
田
村
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.city.tam
ura.

lg.jp

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
多
言
語
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「F

U
K
U

N
A

K
A

15
」
へ

の
登
録
店
舗
募
集
〉

　

多
言
語
観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「FU
KU

N
AKA

15
」
は
、
今
後
増

加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
旅
行
者

に
対
応
す
る
た
め
、
15
市
町
村
の

福
島
県
県
中
地
域
等
広
域
エ
リ
ア

（
※
）
に
お
け
る
観
光
施
設
・
飲

食
店
・
土
産
品
販
売
店
・
宿
泊
施

設
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
無
料
で
多
言
語
の
食
事

メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
で
き
る
と
と
も

に
、
店
舗
情
報
を
外
国
人
旅
行
者

向
け
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

平
成
29
年
３
月
頃
の
公
開
を
予

定
し
て
お
り
、
現
在
登
録
店
舗
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

※ 

福
島
県
県
中
地
域
等
広
域
エ
リ
ア

　

郡
山
市
、
須
賀
川
市
、
田
村
市
、

本
宮
市
、
大
玉
村
、
鏡
石
町
、
天

田村市 HP

▼ 

問

　
郡
山
市
産
業
観
光
部
観
光
課
観
光
係

☎
０
２
４-

９
２
４-

２
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
２
５-

４
２
２
５

メ
ー
ルkankou@

city.koriyam
a.

　
　
　

 fukushim
a.jp

〈
県
民
健
康
調
査
「
基
本
調

査
問
診
票
」
の
書
き
方
相
談

コ
ー
ナ
ー
設
置
に
つ
い
て
〉

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
甲
状
腺
検

査
会
場
に
お
い
て
、「
基
本
調
査
問

診
票
」
の
書
き
方
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

震
災
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
問

診
票
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
３
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

問　
福
島
県
立
医
科
大
学 

放

　

射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

　

タ
ー 

基
本
調
査
問
診
票
書
き
方

　

相
談
担
当

　

☎
０
２
４-

５
８
１-

５
３
５
２

栄
村
、
石
川
町
、
玉
川
村
、
平
田

村
、
浅
川
町
、
古
殿
町
、
三
春
町
、

小
野
町
、
猪
苗
代
町

▼ 

応
募
方
法　
郡
山
市
の
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
登
録

　

フ
ォ
ー
ム
よ
り
登
録
し
て
く
だ

　

さ
い
。

登録フォーム

▼ 

申
込
・
問

　
田
村
市
商
工
観
光
課

　

☎
81-

２
１
３
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
81-

１
２
１
０

メ
ー
ルshoko@

city.tam
ura.lg.jp
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着物スイスイ会会員募集
　和服は日本の民族衣装です。着物スイスイ会では、伝
統文化を楽しみながら学び城下町三春の風情を留めてい
く活動をしています。

▶ 日時　毎月第２・第４水曜日　午前 10 時～正午
▶ 場所　三春交流館「まほら」和室
▶ 対象者　着物に興味のある方（女性）
▶ 年会費　3,000 円　※ 毎月の活動費用は無料
▶ 活動内容
▷ 着物を初歩から着られる練習
▷ 手早く美しく着るコツの学び合い
▷ 着物を着る機会を持つ

▶ 申込・問
　 着物スイスイ会 会長 深谷陽子
　 ☎ 62-2507

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110

　空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季です。
火の取り扱いには十分注意しましょう。

◆ 寝たばこはしない。
◆ こんろの使用中はその場を離れない。
◆ ストーブのまわりに燃えやすいものを置か
　ない。

★ 平成 28 年度私たちの防火標語
　 火災予防部門 最優秀賞
　 「わすれない　命のとうとさ　火のこわさ」

春の火災予防運動
《3月1日〜7日》

◆ 問　郡山消防本部 予防課
　　　 ☎ 024-923-8172

検察審査会制度をご存知ですか？
　交通事故の被害に遭う、または、窃盗・詐欺・傷害などの犯罪に巻き込まれた場合、その犯人と目される者（被
疑者）が処罰されるためには、検察官が裁判所に被疑者の処罰を求めること（起訴）が必要です。
　被疑者を起訴するかしないかはすべて検察官の判断に任されていることから、検察官はミスのないように
慎重に判断を行っていますが、万が一、判断を誤り間違った判断により、処罰すべき人を不起訴（処罰を求
めることをしない）にしてしまった場合には、被疑者を裁判に掛けることもできず、検察官の誤りを是正す
る手段がなくなってしまいます。
　そこで、検察官が不起訴にしたことが正しかったかどうか（例えば、事件の捜査が不十分であったり、事
実の判断を誤ったりしていないかどうかなど）について、選挙権を有する国民の中からくじで選ばれた 11 人
の人々（検察審査員）が判断し、これを検察官の仕事に国民の声を反映させ適正な運営を図っていこうとい
う制度が検察診査会制度です。
　これまでに全国の検察審査会が審査した事件数は 16 万件に上り、交通事故や窃盗などの事件のほか、明石
花火大会事件などの社会の注目を集めた事件もあります。
　検察審査会の窓口では、申立ての相談を行っています。詳しくは、お問い合わせください。

▶ 問　郡山検察審査会事務局
　　　 ☎ 024-932-5656（代表）

広　
告　
欄
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相
続
登
記
Q
＆
A

　

「
遺
言
書
が
争
い
を
防
止
す
る
」

最
近
、
新
聞
な
ど
で
、
遺
産
を
相
続
す
る
に
当
た
っ
て
相
続
人
間
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ

と
が
増
え
て
い
る
と
よ
く
目
に
し
ま
す
。
相
続
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

何
か
良
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

相
続
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
と
し
て
、
遺
言
書
を
作

成
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

● 

遺
言
と
は
？

　

自
分
の
財
産
（
遺
産
）
を
誰
に
、

ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ
う
に
託
す
の

か
を
決
定
す
る
意
思
表
示
の
こ
と
。

● 

遺
言
書
と
は
？

　

こ
の
意
思
表
示
（
遺
言
）
を
民

法
の
規
定
に
従
っ
て
、
書
面
に
し

た
も
の
。

　

遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
意
思
が
明
確
に
遺
族
や
相

続
人
に
伝
わ
り
、
円
満
に
相
続
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

連
載
第
四
回

QA. .

　

次
回
の
テ
ー
マ
は
、「
孫
は
相
続

人
に
な
る
の
？
」
で
す
。

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局

　
　
　

 
☎
０
２
４-

５
３
４-

２
０
４
５

▶ 民法で規定されている一般的な遺言書の種類

※ 検認とは、相続人に対し遺言の存在およびその内容を知らせるとともに
　遺言書の形式等を調査し、遺言書の偽造、変造を防止するための手続です。
　検認手続は、家庭裁判所で行います。
　遺言書の保管者またはこれを発見した者は、遺言者の死亡後、速やかに家
　庭裁判所に提出して検認手続を受けなければなりません。

区分 自筆証書遺言 公正証書遺言

作成方法
遺言者が、遺言の全
文・日付および氏名
を自署し押印する。

費      用  不要
不要

検認の要否(※)

証人2人以上の立会
のもとに、遺言者が
遺言の趣旨を公証人
に口授し（口頭で伝
え）、公証人が遺言
書を作成する。

必要
作成手数料が必要

証人の要否 ２人以上

秘密証書遺言

保      管 遺言者本人

２人以上
 作成手数料が必要

 必要
 遺言者本人公証役場で保管

内容を記載した遺言
書に遺言者が署名押
印し、封筒に入れて
封印し、公証人と証
人に提出してその確
認を受ける。

 不要

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110
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3 月の行事カレンダー

◎ 悩み事　心の底に　ためないで（増子颯太・岩江中学校 3 年）
※平成 28 年度青少年健全育成標語入選作品
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人口 16,787 人（-5）う
ち男性 8,214 人（-6）・女性 8,573 人（+1）／世帯数 5,633 世

帯（+10）

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 29 年 2 月 1 日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。

今月のバス運休日：5・12・19・20・26 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147
マーク 休 は、町営バスの運休日です。
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町営バス運休カレンダー（３月）

日 月 火 水 木 金 土

26 28 29

人口・世帯数

1日(水)
2日(木)
3日(金)
6日(月)
7日(火)
8日(水)
9日(木)

10日(金)
13日(月)
14日(火)
15日(水)

○ 平日夜間は 、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎 68-2）

3 月
５日(日)

3 月 3 月

白岩医院
島貫整形外科

石塚医院
雷ｸﾘﾆｯｸ
東部台こどもｸﾘﾆｯｸ
三春病院
南東北滝根診療所
大久保ｸﾘﾆｯｸ
かとうの内科ｸﾘﾆｯｸ
石川医院

まつえ整形外科
さとう耳鼻咽喉科ｸﾘﾆｯｸ

遠藤医院
中央通ｸﾘﾆｯｸやない
矢吹医院
春山医院
西山医院
青山医院
のざわ内科ｸﾘﾆｯｸ

16日(木)
17日(金)
21日(火)
22日(水)
23日(木)
24日(金)
27日(月)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

4 月 医療機関名 薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7 時～9 時 30 分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前 9 時～午後 6 時】★印は午後 5 時まで

大久保クリニック　 ☎82-2555
12 日(日)

大方病院★　☎82-111719 日(日)
雷クリニック★　☎62-6333

20 日(月) 島貫整形外科　☎72-2722
26 日(日) 青山医院　☎77-2015

きよはし薬局駅前店

浜田薬局
タカギ薬局

2 日(日) せんざき医院　☎61-2777 みはる調剤薬局

夜間・休日のお医者さん

ふくだや薬局

28日(火)

31日(金)
30日(木)
29日(水)

さいとう医院
せんざき医院

南東北滝根診療所

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を募集しています。
〒 963 − 3401　田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123　eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日

　
毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶、
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

1（水）

2（木）

3（金）

4（土）

7（火）

8（水）

9（木）

10（金）

選挙啓発書道展入選作品展示（～3日・9時～21時（3日のみ16時まで）・三春交流館「まほら」ホワイエ）

三春町議会3月定例会開会（～15日予定・三春町役場）

三春町議会3月定例会一般質問（10時予定・三春町役場）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

ミニシアター（10時・中央児童館）

炎色反応実験（9時30分～11時30分・自然観察ステーション）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館集合）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

人権相談（10時～15時・三春交流館「まほら」）

行政相談（10時～12時・三春交流館「まほら」）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

就職相談会（13時～15時・三春交流館「まほら」楽屋A）

保健センター開放日（9時～15時30分・保健センター）

食改さんのおやつやさん（11時～・保健センター）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

日ようおはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

乳幼児健診・３歳児（13時～13時15分受付・保健センター）

健康づくり男の料理教室（10時・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

乳幼児健診・３～４か月児（13時集合・保健センター）

乳幼児健診・９～10か月児（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

こころの健康相談会（9時30分～12時・保健センター）

乳幼児健診・１歳６か月児（13時～13時15分受付・保健センター）

胃がん検診講演会（13時30分～15時・三春交流館「まほら」まほらホール）

保健センター開放日（9時～12時・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

1（火）

10（金）

11（土）

12（日）

14（火）

15（水）

17（金）

21（火）

22（水）

23（木）

26（日）

27（月）

28（火）
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４
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16
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カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている
頁数です。施設の休館日は 14 ページに掲載しています。

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

【行政相談】3 月 7 日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春交流館「まほら」／行政相談委員

【人権相談】3 月 7 日（火）午前 10 時～午後 3 時 　
　／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】3 月 7・14・21・28 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【こころの健康相談会】 3月23日（木） 午前9時30分～12時
　／保健センター／臨床心理士（事前予約必須）

●●●今月の相談●●●

3 月 31 日（金）　国民健康保険税 第 9 期　介護保険料 第 9 期納  期  限


